
オススメの児童書 
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「図書館カフェ」 

 

 

 

 

「おいしそう…パンの本」 

 

 

 

 

さくらの季節です。花冷えの日でもお部屋で 

お花見を楽しめる本をご紹介します！ 

 

。 

 

 

 

 

 

 

『英国喫茶アンティークカップス』 

猫田 パナ/著 KADOKAWA （一般） P/F6 /ネ 

 

『にっこり、洋食』 

江國 香織/[ほか]著 河出書房新社（一般） 914.6/オ 
 

 

『喫茶(カフェ)チェーン観察帖(ノート)』 
飯塚 めり/著 カンゼン （一般） 596.7/オ 

 

 

 

 

『くまくまパン』 西村 敏雄/作 あかね書房 （児童）  

 

『パンどろぼう』 柴田 ケイコ/作 KADOKAWA （児童） E/シ 

 

『妖精のパン屋さん』  
斉藤 栄美/作 染谷 みのる/絵 金の星社 （児童） 913/サ 

 

『知ると楽しい!パンのすべて 

進化し続けるおいしさのひみつを大研究』  
｢パンのすべて｣編集部/著 メイツユニバーサルコンテンツ  

（児童） 383/シ 
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下関市立菊川図書館  

〒750-0317 下関市菊川町下岡枝１９３－8 

TEL ：083-287-0102  FAX：083-287-0202 

川 
 

    

4 月号 

だ 
 

E/ニ 

 

よ 
 

 

2025 年 4 月発行 

 

り 
 

★４月の図書館カレンダー 

●開館時間  

９：３０～１８：３０ 

 

２３日＝菊川読書の日 

 

 

＝休館日 

館 
 

書 
 

図 
 

●今月の特集のテーマは・・・  

『おばけの花見』 
内田 麟太郎/作 

山本 孝/絵 

岩崎書店 児童 E/ヤ 

 

『おはなみバス』 

すとう あさえ/さく 

いりやま さとし/え 

ほるぷ出版 児童 E/イ 

 

『こぶたのブルトン』 

中川 ひろたか/作 

市居 みか/絵 

アリス館 児童 E/ナ 

 

 

５日＝おはなしのじかん 

14：00～１４：30 

     

２６日＝雑誌リサイクル ９：30～なくなり次第終了 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30    

 

     



『毎日に、ひとさじの｢好き｣を』 nidones/著  

誠文堂新光社 （一般） 590.4/マ 

無印良品がリノベーションした団地で｢藤沢の団地大

使｣として暮らす夫婦の部屋作りを紹介しています。 

毎日を気分よく過ごすための秘訣、夫婦が大好きなア

ンティーク雑貨を取り入れたインテリア等、ふたりの

センスあふれる日常がつめこまれた一冊です。 

    

 

    

『最後のシロクマ』 蓼内 明子/作 しろさめ/絵 

金の星社 （児童） 913/タ 

そうたとオセロ対決をしたふたばは、63 対 1 で惨

敗。1 つだけ残った白い石をみて「絶滅寸前のシロ

クマのようだ」と言います。それを聞いたそうたは、

ふたばに助けてほしいことがあると言い…？ 

環境問題を考えるきっかけにもなる物語です。 

『たいこどんどん』 三浦 太郎/作 

ブロンズ新社 （児童） E/ミ 

「どん どん」最初にたいこをたたく音がします。次に

トランペットを吹く音がして、さらにそこにふえの音

が…。それがどんどん続いて、ページをめくるたびに

にぎやかな音でいっぱいになっていきます。 

楽器の音をリズミカルに楽しめる絵本です。 

 

図 

『月収』 原田 ひ香/著  

         中央公論新社 （一般） F6/ハ 

          年齢も職業も家族構成も異なる 6 人の女性達の「月 

収」をめぐる物語。人それぞれ目標や欲しいものは違

う中、各々が考える自分の収入に見合った生活を送っ

ていく…。月にどれだけの収入があればあなたは満た

されますか？ 

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

着 

菊川にまつわる“き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ” 

新 

4 月 22 日は赤江瀑さんの誕生日 

1933（昭和 8）年 4 月 22 日、下関市宮田町に生まれた赤江瀑さん

は、戦時中の学童疎開で菊川町に移住へ移住しています。当時の生

活の中で、ある芝居を見て影響を受け、それがその後の活動につな

がったそうです。 

 

 

『赤江瀑の世界 花の呪縛を修羅と舞い』河出書房新社 2020.6 

 

 

『赤江瀑の世界 花の呪縛を修羅と舞い』河出書房新社 2020.6 

 受賞作 

1970（昭和 45）年 『ニジンスキーの手』第 15 回小説現代新人賞 

1974（昭和 49）年 『オイディプスの刃』第 1 回角川小説賞 

1984（昭和 49）年 『海峡』『八雲が殺した』第 12 回泉鏡花文学賞 

※菊川図書館の下関市ゆかりの作家コーナーにあります。 

書 


